
演習プリント

1/6 公式と面積 月 日 名前

1/6 公式

使える形 被積分関数が  の定数倍で、  から  まで積分するとき

解き方と練習問題

derivon.app/p/d14-one-sixth-formula
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1/6 公式を使って、  を求めよ。
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次の定積分を求めよ。
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放物線  と  軸で囲まれた部分の面積を求めよ。3 y = x −2 2x − 3 x

放物線  と直線  で囲まれた部分の面積を求めよ。4 y = x2 y = x + 2

放物線  と直線  で囲まれた部分の面積を求めよ。5 y = 2x2 y = 4x + 6

2 つの放物線  と  で囲まれた部分の面積を求めよ。6 y = x2 y = −x +2 2x + 4

放物線  と直線  で囲まれた部分の面積を求めよ。7 y = x2 y = 2x + 1

 を定数とする。放物線  と直線  で囲まれた部分の面積  を  で表し、  の最

小値と、そのときの  の値を求めよ。
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演習プリント  解答

1/6 公式と面積

Derivon
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。  で  なので、面積は3 x −2 2x − 3 = (x + 1)(x − 3) −1 ≦ x ≦ 3 y ≦ 0
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 より 。  で  なので、面積は4 x =2 x + 2 x = −1,  2 −1 ≦ x ≦ 2 x + 2 ≧ x2
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 より 、 。  で  なので、面積

は 

5 2x =2 4x + 6 x −2 2x − 3 = 0 x = −1,  3 −1 ≦ x ≦ 3 4x + 6 ≧ 2x2
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 より 、 。  で  な

ので、面積は 

6 x =2 −x +2 2x + 4 x −2 x − 2 = 0 x = −1,  2 −1 ≦ x ≦ 2 −x +2 2x + 4 ≧ x2
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 より 。解を  とすると 、 。

 で  なので、面積は

7 x =2 2x + 1 x −2 2x − 1 = 0 α < β α = 1 − ​2 β = 1 + ​2

α ≦ x ≦ β 2x + 1 ≧ x2
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 より 。判別式は  なので、つねに 2 点で交わる。解を

 とすると、  で  なので

。  より

。  で、  は  が大きいほど大きいので、

。等号は  のとき。最小値は  ( )

8 x =2 mx + 1 x −2 mx − 1 = 0 m +2 4 > 0

α < β α ≦ x ≦ β mx + 1 ≧ x2
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